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議会運営委員会行政視察報告書 

委員会名 議会運営委員会 委 員 名 高橋 ひでとし 

視 察 地 登別市 

調査事項 議会への議員のオンライン参加の手法及びそのための設備の整備について 

視察年月日 令和６年１０月１６日 

視 察 内 容 

１ 概要 

登別市議会では、既に議場への議員のオンライン参加の条例が制定され、実際に行われた 

実績もあるとのことである。今後、かかる条例制定及び設備整備を検討している旭川市議会 

にとって登別市議会の経験の聴取が極めて重要であることから、今回、同市を視察した。 

  まず、オンライン参加システムの導入は、様々な議会改革の一環として行われたものであ

ることの歴史的経緯を踏まえた詳細な解説があった。そののち、オンライン委員会の実施等

についての説明があったが、その内容は外形的事情の紹介にすぎず、条例の具体的内容及び

条例制定に至る過程に関する背景事情の紹介は最後の方で一部あったのみであった。印象と

しては、視察の趣旨が、概ね、議会改革に関する一般的方向性の学習のような内容であった

との感想である。 

２ 私見 

 ⑴   登別市議会の視察 

   同議長に対応していただき議会改革の様々な内容の説明を受け、大変ありがたく貴重な 

機会であったが、説明内容の大半が議会改革全般に関するものであり、視察対象であった 

オンライン議会に特化する解説があまりなかったため、本件視察の実効性について疑問の 

余地が残るものとなった。 

   また、オンラインシステムの条例制定の経緯や制度導入に向けた具体的な議論や背景事 

  情についてもあまり言及がなく、今後、旭川市では独自にこれらをさらに調査し、知識を 

深化させることが必要ではないかと考えられる。 

 ⑵   旭川市での実現に向けた課題 

   旭川市議会のオンライン導入については、①議場の一般利用（コンサート、講演会等） 

  への利活用促進のため、費用をかけて大規模改修を行い、大きなモニターを設置するとい 

う手法と、②あくまでオンライン議会導入に限定した設備整備を行い、オンラインが必要 

な場合にのみこれを行うという手法の大きく二種類の選択肢が考えられる。①を選択する 

場合、当然ながら高額な費用負担が必要になることから、その検討は慎重に行わなければ 

ならない。 

   他方、②を選択する場合、費用は低廉で済むが、議場の利活用という視点が失われるこ 

とになってしまう。これら各々の要請を検討し、旭川市においてはいずれの選択が妥当で 

あるのかを適切に検討することが必要である。 

 ⑶   今後の検討課題 

   オンラインを導入する際には、オンライン議会とオンライン委員会との形状があり、そ 

  れぞれの導入の要否を検討することが必要である。また、議会参加の場合には、議案への 

賛否についてのオンラインでの表明の可否を検討することが必要である（なお、会議規則 



（様式） 

上は不可との解説があった。）。さらに、いかなる場面でオンライン参加を認めるか否かと 

いう点に対するさらなる分析と検討が必要不可欠であろう。 

以 上 

※ 「視察内容」欄には，調査結果に対する意見，本市における実施の可能性，課題等を記載す

ること。 


